
 

 

 事業者資料  

 

 

 

（仮称）小柴貯油施設跡地公園整備計画 

環境影響評価方法書に関する補足資料 

 

 

 

 

１ 「つながりの森」、「連続性に配慮した環境整備」、「歴史と景観のつながり」 

について                          ・・・・ 1 

 

２ 計画地の土地利用の履歴について                ・・・・ 2 

 

３ 方法書対象地内における計画地外の井戸の有無について      ・・・・ 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年１月２７日 

横浜市 

 

この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いに
ご注意願います。 

 



1 
 

１ 「つながりの森」、「連続性に配慮した環境整備」、「歴史と景観のつながり」について 

 

「つながりの森」構想は、生物多様性基本法に基づく地域戦略として横浜市が策定した「ヨコハマｂ

プラン」の中で掲げた重点推進施策の一つです。「つながりの森」構想 概要版を添付します。（別紙） 

 

平成 26 年 7 月に策定した「（仮称）小柴貯油施設跡地公園基本計画」で公園整備の考え方を定めて

います。 

その考え方に基づき、方法書の 6ページに記載の通り「連続性に配慮した環境整備」については、生

物多様性に配慮し、生物の生息・生育環境を保全・再生・創出するため、周辺環境との連続性に配慮し

た環境を整備します。 

また、「歴史と景観のつながり」については、金沢の旧海岸線の景観と横浜最大級の森である円海山

へとつながる緑の景観を有しています。そのため、市内でも独自の魅力的な景観を保全しつつ、市民が

歴史と景観を体感できる場を整備します。 

この資料は審査会用に作成したものです。審査の過程で変更されることがありますので、取扱いに
ご注意願います。 
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２ 計画地の土地利用の履歴について 

 

平成 19 年度に行われた土壌汚染及び水質汚染についての蓋然性を把握するために行われた調査の報

告書「旧小柴貯油施設資料等調査報告書」（防衛省南関東防衛局）からの抜粋を下に引用します。 
旧日本軍の施設として運用されていた昭和 23 年まで（(2)貯油施設建設時代）と、昭和 23 年に米軍

によって接収されてから平成 17 年に返還されるまで（(3)貯油施設運用時代）を比較すると、地形の改

変が数か所で行われており、建築物が新たに建築されていますが、タンクについては新たな築造はなく、

施設の使われ方に大きな変更はなかったと推察されます。 
 

 

「旧小柴貯油施設資料等調査報告書」引用 
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３ 方法書対象地内における計画地外の井戸の有無について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             

 

 

 

横浜市では、井戸所有者に御協力いただき、地震等災害時に地域の方々に洗浄水などの生活用水とし

て活用していただける井戸を災害応急用井戸に指定しています。その所在地をこの地図に示しています。 

 

方法書対象地域 

災害用井戸協力の家 
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横浜つながりの森エリア
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